
たわわ
先行 迎控盟主豆島

34-1寺

でL3vb 1議
f培瞳で生きる欝審者を支える金J会報

生iJi讃混許護主主下呂E君事-3ト8

TEL 

全開域で生?'る殺害殺害支える会i通信 FAX 

今年の活動に向けて

さねやかな手季節 5 Jìもあ~という;初二過ぎ、 rlとじわj を屈けする日が

きま;〆六三。会長更新の季節でちあり、多くの方たちのお俊りに幼主ミされてい

ます

護霊木ωムJしもだj典1

司45-562-3600

045-562-5991 

;ザ;:
議長り込みの手緩きも、お忙しいお殺のやで、なかなか犬繁なこどと存乙ますが、一人一人liiJ;志

のt却さんが総えることは、湾各'与野i室iごも千上事として関わる議員長撃にとってそコまた会員同浴にと

ってもとても劾みにyitり、是認絞る)JIこTJ:~ 2主寸。

主ワ多くの人追撃て、手をえ、多くの人で仕事をうま抱することて?、私T:. むの絞殺もより1t.~言し、領

占禁も3をき克しやすくなりま寸。

湾まさぬある人ち、ない人も言最もがi主主義(J)中?自然にさiき}t_習とくらせるよう、そして…番

授の必要さえご濃度差主主議院主審答。コ人i奉安、主f誌だらに?きることで支援していきたい。 というのが、

私ゑちの考えですコひネ3知りヲテνぜ')jnこもお戸線i7くだdいコ

平成15年産第一自総会のお知らせ

昨年はでチヤ子ティーコンサ…ト令、愛1支益支緩惨害者汚言論:写真話芸(，1)1潟11支タど、より多くの長年様のご;

協力安得て了、資金の撲場専をよ選み慾ねるとともに、より多くの方たおにど滋釈を縛る機会会持dコこと

ができまし

今年も、会長1・絞め会員(J)皆織のご;意F立をi討しさ?って、総数の方向を考えていきましょう c

つきましては、子宮己I-;::よ号 15綜度約 1;災 ~O)総会を開催したいと思いま

後緩め日数むお忙しい;事と存じま十三E、お繰りポ'i-b-l!.-のとど出絡下さるようご議内童文しま酬に

ふ殿13:平成15年 6月 1 6お{月) 1 0待30分より

2， 会主義:絞殺ホーム fしもだ;訓練室

3建議定!l:1) 平成 14年度減数綴含、会長十決妻家簿?なについて

2) 半減 15生手渡i首選主計紙業、 子安草案について

3) 2室長沼グルーブ;:r;ームへのや政り総みについて

4) その後

遠藤のないお付き合い

被弁者量

;らょっと{Lら寄って手伝ってくれる人がとなりi左前行にいるといL、tJ';

と思います，災j案みたいに気選手←iこ紛淡にの"0てくれる人がそばにいる

と、!綴蓄のある人ち家主長も若手らしやすいと忍ず、ますパと、めがねの声ばいいます、

干しiもその後なj幾人になちたいと徐々忠、っていますr.:>父、多くの人がそう思っているのではな

いかと感乙ています。しかし、これがなかなか菱重しい間繁華を泌めぺごいますでそれは一震でいえ

ば f遠慮J，I漆警のある人の繍iこちヰお手伝いしたいと怒っている人O)i¥tれとも作子持する日本人に狩

有0)義事情マーすね。たとえば、 ii室長撃のえごいm不安棄な人街iこ見られやしなL、かJr余計なおせっか

υて了徐々 しづり rたびたび勺ずは絡手iこいやがられるのではないかIr初手に無後そとさせているの

ではなぜ、かj 等々 。せっかく;jo手伝u、しだν、〈または、してもらいたしすという気持ちぶある

のに「j議長室j してしまう察が多<Jないでレょうかっそういう気終ちが動く人向上丈うミら ま告に

やれるの;:_:;すね。

まr互い r返還j とνづ気持わがみるのを淘で、ぞれをとちあえヂ績にi重いておいて、ちっ

と話芸妓必然い付き合唱し、設立i甘受ミ芦こら、いいなと45立っていますむ

デイサーどスの場 活動の拠点

n活動ホームしもだJの第 15臨バザーに参加
5 JJ /主総体でだいぶ緩く主義じま守主号、!議後者j察が続中i還っているデイサーどス(J)主義

動小ームしもだjで行われたバザーの準官接のために忙しい災が過ぎまし

「戎

「f舌議選ホ…ムしもた二泳、後ゑえの協力与を干撃で意義j議が三立ち上げ15年のJl臼が緩送、横浜市民子〉

補助のもどに遂11まされてきましと。今年からは、議IJ皮ぷ変わり僚の災援要舎が入会事業所、とし

て活動し“どし、ますc

長転中行事となっている総長車交流パザーむ 15間際となちました。関わるi経答殺の護軍主主lまも

あろん、 i枚当或0)多くのボランティアさんや三宅ノ生委主主めかたたらを総動燃し、スタッブだけで

も300名<になる大僚か与のちのです。

この犬舎なお動会作ち討1してきたニヱニゑノレギ-0)[:-"こ、 える会の生まれるまて主義も作れたの

だと思って、感鋭、隊員射のイベントです。私たち「支えるを議Jがら

もボランチィアを会め 16人のスダッフ"1/"参加し、よい汗を流しま

d 

り

え{s会j としても号1)ぶ福紙コーナーに出版λ56，OOOfIlのぎを

ありました。



l今月のょっ跡ームλ めがねのこえ
/寸)

と申します。

昨年の 3月に大学の福祉学科を卒業し、 1年弱入所施設の非常勤職員として働いていました。

4月より常勤職員としてょっばホームでお世話になっています。

私にとってょっぱホームの第 印象は忘れられません。それは「あ、本当に家だJ

グノレープホームなのだから、入居者の方にとっても職員、関係者の方々にとっても当

とし、うこ

ともこ)はじめまして。大谷友チ(おおたに
軽井沢に行ったとき母と二人でぶらりと佐久市の障害者自立生活支援セン

車で1時間ほどのところでした。いつもその地方で 障害者た

思っていたからです。

5月の連休に

たずねてみました。

どのように生活しているか知りたし、と

ターを

ちが

この lつ 1

l たり前のことだとは思います。しかし私にとっては、とても新鮮な感覚でした。

あたたかい雰囲気につつまれて夕飯を食べ、テレビを観たりおしゃべりしたりー

l つの普通さが、私には衝撃的でした。

とですc
わかっていま人口なので障害者も少ないせし、かあまり良く広い地域に6万人ぐらいの

せんでしたの

知的障害者が

熱心な人たちが

また，何か所かあることがわかりましたc

で活動しているということでした。

おもに通う作業所が

。P N. 
でも

何人かの

実習期聞から数えて2ヶ月ほど経ちましたが、私はょっぱホームがとても好きになりました。 l

それは私にとってもうれしいことですが、その気持ちを単なる白己満足に終らせないように努;

めるのがこれからの私に必要なことだと感じています。入居されている方が、本当に自分の家

だと思えるように、いつでもくつろげる場所になるように、たくさん頭を悩ませ、工夫してい

わかりませんでした。

私はおどろきました

かわってほしいと思うのですが

重い障害の人たちが，

家の中で かくしてしまっているのではないかと聞いて

横浜でも 不便なことはあって

どうしているのかは

きたいと思っています。

それと何より、入居者の方々と配信頼関係を大切にしていきたいと思います。信頼してもら

えるようになるにはあと何ヶ月、何年かかるかはわかりませんが、ゆっくりでも関係が築けて

し、かれたらいいなと思っています3

佐久もっともっと

の人たちは

親たちも

ところへ

よろしくお願い致します。

十亘晴

岡本美知子

渡辺隆平11
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阿部八重子美博

(ご入会・ご継続ありがとうございます。(敬称略)
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竹生真喜ず

今後とも、
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赤瀬福子

暁子

そのセンゲーで 車イスの青年に 会いました。

学生の時に けがをして 夏の暑さが身体に悪くなったので 10年前

ところへ引っ越して来たと聞いて私は

私たちは春や夏の良い時だけれくのに 寒いところで冬を過ごせるのかしらと 思った l

mらです。とても 明るくて おもしろい人でした。

t これから 友だちになって いろいろお話しを聞いて 教えていただし、たり 横浜のこと l

i を話したり出来ればいいなと思います。

大原友子 I 

びっくりしました。

く亘玉三〉
「ょっばホーム」の設立とその後の活動は，地域で生きていくことのモデノレとして，いろいろな

ことを教えてくれます。今年度もよろしくお願いします。 岡本 司子文土一一一山本

四

弘子

《団体》

港北区肢体不自由児者父母の会

なぜないしょで引っこんでいるのかと思いました

疲れるだろうし 家の中でずっと暮らすのは障害者もつまらないと思います。

いろいろな事ができて 1人暮らしをしたい人は 八王子や相模原など福祉の活動の進んだ i

うつってしまうのかもしれないとも聞きました。，

* * *キ*

軽井沢に近い涼しい l

斉田昌子由井二
美知子

頑張ってくださいo r花みずきj もやっと関所できる事となりました。沢山の方のお力添えのお

蔭でございます。まだ，元気のある間，私達もグループホームにとの思いはあります( 島崎


